
核不拡散条約（NPT）
再検討会議

　日本初の学童保育は1948年に大阪市の「今川学園」と言われています。しかし、大阪市は共働き家庭や母子・父子
家庭の切実な要求に背を向けて、事業主体として学童保育を設置せず、補助金のみで運営する施策を現在でも続けて
います。働く父母自ら指導員と協力して学童保育所を市内各所につくって、運営（民設民営）しています。全国の学
童保育と比較しても特異な存在となっています。

大阪市の学童保育は
日本初

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　核保有国の増加すなわち核拡散を抑止することを目的として1963年に国連で採択。核保有国は核兵器の削減に加
え、非保有国に対する保有国の軍事的優位の維持の思惑もあった。1968年に最初62か国による調印が行われ1970年３
月に発効。通称でNPT体制とも言う。25年間の期限付きで導入され、発効から25年目になる1995年にNPTの再検討
・延長会議を開催。条約の無条件・無期限延長が決定された。
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独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
で
働
き
が
い
に

つ
い
て
調
査
を
し
て
い
る
。

大
阪
市
指
導
員
労
組　

日
本
の
学

童
保
育
発
祥
の
地
が
大
阪
市
。
大

阪
市
の
運
営
基
準
額
が
低
く
て
厳

し
い
運
営
で
あ
り
、
待
機
児
童
を

認
め
な
い
市
の
姿
勢
を
改
め
さ
せ

た
い
。
新
人
指
導
員
歓
迎
会
を
開

催
し
て
７
人
が
参
加
。
ベ
テ
ラ
ン

指
導
員
交
流
会
に
も
取
り
組
ん

で
、
11
人
が
参
加
し
て
く
れ
た
。

和
泉　

学
童
保
育
の
民
間
委
託
拡

大
の
動
き
を
職
場
の
指
導
員
に
知

ら
せ
こ
の
間
15
人
が
新
規
加
入
。

吹
田
老
健
労
組　

１
０
０
％
市
出

資
の
財
団
が
運
営
す
る
施
設
を
民

つ
な
が
っ
た
。
メ
ン
タ
ル
不
調
へ

の
対
策
や
復
職
時
配
慮
が
不
十
分

で
あ
り
、
学
習
会
を
ふ
ま
え
て
次

の
交
渉
で
改
善
を
求
め
た
い
。
組

合
説
明
会
を
工
夫
し
、
楽
し
い
雰

囲
気
だ
か
ら
と
２
名
が
加
入
し
て

く
れ
た
。

女
性
部　

協
力
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
の
女
性
代
表
派
遣

カ
ン
パ
を
無
事
に
渡
す
こ
と
が
で

き
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
む
け
て
「
な

ん
と
な
く
不
調
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
会
を
開
催
す
る
予
定
。
引
き
続

き
、「
や
り
た
い
」「
や
る
べ
き
」

を
大
切
に
仲
間
と
一
緒
に
す
す
め

て
い
き
た
い
。

間
に
譲
渡
・
廃
止
す
る
計
画
が
動

い
て
い
る
。
３
月
５
日
と
４
月
12

日
の
集
会
に
地
域
か
ら
多
数
の
市

民
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
財
団
理

事
（
市
幹
部
、
医
師
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
）
か
ら
慎
重
論
が

出
さ
れ
、
５
月
の
市
議
会
に
向
け

て
署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

が
ん
ば
り
た
い
。

豊
中　

豊
中
市
長
選
挙
は
自
主
的

支
援
し
た
現
職
が
当
選
。
大
阪
市

に
隣
接
す
る
豊
中
市
で
維
新
市
政

誕
生
を
阻
止
し
た
こ
と
は
非
常
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
。
引
き
続

き
、
住
民
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

八
尾　

組
合
事
務
所
の
片
づ
け
を

役
員
が
協
力
し
あ
っ
て
、
会
議
が

で
き
る
事
務
所
に
な
っ
た
。
枚
方

の
お
菓
子
詰
め
放
題
企
画
を
参
考

に
実
施
し
、
新
採
も
４
人
が
参
加

し
た
。
あ
わ
せ
て
育
児
部
分
休
暇

の
拡
充
や
カ
ス
ハ
ラ
対
策
方
針
の

策
定
、
育
休
代
替
で
正
規
職
員
配

置
の
方
針
化
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
の
衛

生
管
理
基
準
改
定
な
ど
要
求
運
動

で
い
く
つ
か
前
進
さ
せ
た
。

泉
大
津　

保
育
現
場
の
慢
性
的
な

人
員
不
足
、
有
給
休
暇
が
取
れ
な

い
実
態
が
離
職
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
保
育
士
の
有
休
取

得
が
平
均
５
・
１
日
と
他
業
種
平

均
よ
り
も
低
く
、
交
渉
で
も
問
題

点
を
追
及
し
て
保
育
士
の
採
用
に

夏季闘争方針全会一致で採決

新しい仲間の
加入が次つぎ

第98回中央委員会大阪自治労連
　大阪自治労連は４月26日、第98回中央委員会を大阪グリーン会館で開催し、
「2026夏季闘争方針」をはじめ、各議案を全会一致で採択しました。
　議長団選出のあと、坂田執行委員長の開会あいさつ、仁木書記長から夏季闘
争方針案を提案しました。９人の討論をふまえて執行部答弁、２本の特別決議
「アメリカ・イスラエルによるイラン攻撃は即時中止」および「暴走する維新
ストップ！いのちとくらしを守る府政・市政への転換」を確認し、橘波副委員
長の閉会あいさつと団結ガンバローで締めくくりました。

　「あなたの力が必要です」を合言葉に、各単組で新入職員
歓迎など多彩な取り組みが進んでいます。
　研修が終わり本格的に業務に関わる時期です。多くの人と
のつながりはみなさんにとって大きな力になります。労働組
合はそのつながりをもっと広く、もっと深くするものです。
みなさん労働組合に加入しましょう。

仁
木
書
記
長
が
夏
季
闘
争
方
針
を
提
案

坂
田
委
員
長
あ
い
さ
つ

坂
田
委
員
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）

（
要
旨
）

「
戦
争
反
対
」「
憲
法
守
れ
」

の
声
を
あ
げ
て
み
ん
な
の

要
求
勝
ち
取
ろ
う

　

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
起

こ
し
た
イ
ラ
ン
攻
撃
で
経
済
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
自
民
・
維

発
言
要
旨

門
真　

３
月
30
日
、「
だ
ま
し
討

ち
」
懲
戒
処
分
裁
判
で
組
合
勝
利

の
判
決
が
出
さ
れ
た
が
、
不
当
に

も
門
真
市
長
は
控
訴
し
、
高
裁
で

の
た
た
か
い
が
続
く
。
４
月
の
新

採
18
人
中
14
人
が
加
入
し
た
。

枚
方　

１
１
６
人
の
新
規
採
用
、

２
部
制
に
分
け
た
新
採
歓
迎
会
で

昼
休
み
の
部
に
60
人
参
加
で
対
応

が
不
十
分
だ
っ
た
。
当
日
２
人
の

組
合
加
入
が
あ
っ
た
。
当
局
が

「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
」
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
や
り
方

に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
組
合
の

新
の
連
立
政
権
は
ア
メ
リ
カ
追
随

の
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
へ
の

暴
走
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
住
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ

て
お
り
、
本
来
、
悪
政
の
防
波
堤

と
な
る
べ
き
地
方
自
治
体
が
大
阪

で
は
維
新
に
よ
る
３
度
目
の
都
構

想
住
民
投
票
を
画
策
す
る
な
ど
暴

走
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
広
範
な
国
民
が
立
ち
上
が
り

「
戦
争
反
対
、
憲
法
守
れ
」
の
声

が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

夏
季
闘
争
で
は
、
物
価
高
騰
に

対
応
し
た
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
、
住
民
の
く
ら
し
を
守
る
自
治

体
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
仲
間
を
増

や
し
て
、
職
場
の
切
実
な
要
求
を

前
進
さ
せ
よ
う
。

対
話
と
学
び
あ
い
で

対
話
と
学
び
あ
い
で

仲
間
づ
く
り
広
げ
て

仲
間
づ
く
り
広
げ
て

2626
夏
季
要
求
を
前
進
へ

夏
季
要
求
を
前
進
へ

３年ぶりの新採歓迎会で楽しく交流
することができた和泉市職労

「昼の部」「夜の部」新採歓迎会で
みんなで大いに盛り上がった 枚方市職労

「茶々としゃべり場」に組合加入し
た新採も参加して、初めての「青い
空は」を合唱してくれた泉大津市職労

新新
加加

あなたの力が
必要です！ 


